





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　 　第１の文化は ｢率先して研究開発を行なう人であれ｣ ということを意
味するスローガンであるPeople with Initiativesです。
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































structuered life style）」と「新しく構造化された消費習慣（newly 
structuered consumption）」を創造しました。
ａ． 日本人の多くは、夕方までに買い物をしたり､ 外出をしたりという
「日中中心型生活」から、次第に、夜に買い物をする事を始め、ど
んどん就寝時間が遅くなり、夜型生活を送る人が増加してくるとい
う生活様式の変化を生み出しました。
ｂ． おにぎりや弁当やサンドイッチ、お惣菜などの中食（なかしょく）
マーケットを創造することによって、単身高齢者世帯や、単身の若
者世帯から包丁とまな板に代表される調理道具を持たない生活様式
を普及させてきました。
ｃ． ビールなどの酒類や、ジュースやお茶などの飲料を家庭の冷蔵庫に
買い置きすることなく、コンビニが冷蔵庫の替わりとなりました。
③ 恵方巻きに代表される新しい食習慣をセブン−イレブンが初めて行な
い、急速に日本中に普及させました。
④ 冬に食べることが常識だったおでんを、夏場にも食べる商品へと日本人
の食習慣を変える事に成功しました。
＊ 上述したことから明らかなように、セブン−イレブンの店舗は、環境と
りわけ消費者の変化に「受動的に適応してきた」のでは決してなく、「消
費者の生活様式の変化と消費行動の変化とを作り出している」という意
味で、「革新型イノベーション企業」と言って良いでしょう。
５）セブン－イレブン・ジャパンは、典型的で代表的な情報創造企業である。
① 1983年のPOSシステムの導入以来、ナショナルブランド品とセブン−
イレブン専用工場で作られるおにぎりお弁当などの日配品の最適な品揃
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えを、個店毎に商品発注情報を、日々助言し続けるOFCという情創労
働者によって、最適品揃え情報が、日々作られ続ける企業です。
② POSデーターを基に、新製品開発担当者という第二の情創労働者が、特
定の有名メーカーと組んで、協力して新製品を開発するチームマーチャ
ンダイジングによって、イトーヨーカ堂とヨーク・ベニマルとセブン−
イレブンの店舗で、共通に販売する低価格ストアブランド商品である
「セブンプレミアム」とセブン−イレブン限定の高価格の「セブンゴー
ルド」の２種類を作っています。
③ セブン−イレブン・ジャパンは、売れる物を、売れる時に、売れる量
だけ店頭に並べるという、「最適品揃え情報」を創造する「情創労働者
としてのOFC」と、売れる可能性が非常に高いストアブランド商品を
メーカーと協力して開発するという、「新製品開発情報を創造する情創
労働者としての新製品開発担当者」の、２つのタイプの情創労働者を
「模倣不可能な競争優位の源泉」とする「情報創造企業（Information 
Creating Company）」です。
（注５）筆者は、終始一貫して情報創造企業という名称を用いているが、日本を代
表する経営学者である野中郁次郎氏は、情報創造から知識創造という概念
化の変更を行なってきています。この事については次を参照して下さい。
　野中郁次郎、1985年、『企業進化論：情報創造のマネジメント』、日本経
済新聞社。
　野中郁次郎、1990年、『知識創造の経営：日本企業のエピステモロ
ジー』、日本経済新聞社。
　野中郁次郎・竹内弘高、1996年、『知識創企業』、東洋経済新報社。
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